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議　

員　

農
業
は
十
和
田
市

の
基
幹
産
業
だ
が
、
米
余
り

に
よ
る
減
反
政
策
や
自
由
化

に
よ
る
価
格
低
迷
に
加
え
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
問
題
に
よ
り
苦

境
に
陥
っ
て
い
る
。
市
長
が

強
く
打
ち
出
し
た
農
業
所
得

の
向
上
の
状
況
は
。

市　

長
　
農
業
所
得
の
推
移

に
つ
い
て
、
公
表
で
き
る
正

式
な
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
公
約
実
現
の
た
め
、

中
山
間
地
域
等
の
農
業
生
産

活
動
を
支
援
す
る
事
業
の
実

施
や
、
経
営
安
定
と
食
料
自

給
率
向
上
を
目
指
し
た
制
度

の
活
用
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
十
和
田
産
品
販
売
戦

略
室
を
設
置
し
、
販
路
拡
大

等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
農

業
所
得
の
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　

員　

農
業
関
係
の
補
助

事
業
に
つ
い
て
、
農
業
者
が

補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

市
は
き
ち
ん
と
指
導
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市　

長
　
し
っ
か
り
と
進
め

て
い
く
よ
う
、
改
め
て
指
示

し
て
い
き
ま
す
。

議　

員　

奥
入
瀬
川
の
風
物

詩
で
あ
る
、
サ
ケ
の
一
本
釣

り
の
経
済
効
果
は
。

農
林
部
長

　
平
成
二
十
三
年

度
の
実
績
は
、
参
加
者
数
六

百
七
十
九
人
、
施
設
利
用
料

収
入
二
百
三
十
九
万
円
で
、

昨
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
ふ
え

て
い
ま
す
。
参
加
者
の
う
ち

六
割
が
市
外
か
ら
訪
れ
て
お

り
、
宿
泊
者
数
も
ふ
え
て
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
宿
泊
や
飲
食
に
よ

る
経
済
効
果
は
、
千
二
百
万

円
ほ
ど
で
す
。

議　

員　

サ
ケ
の
一
本
釣
り

に
関
係
す
る
、
県
か
ら
の
補

助
金
が
打
ち
切
ら
れ
る
よ
う

だ
が
、
市
と
し
て
補
助
金
を

出
す
考
え
は
。
ま
た
、
会
場

付
近
の
県
有
地
に
ト
イ
レ
を

整
備
す
る
考
え
は
。

農
林
部
長

　
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
関
係
団
体
と
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
時

点
で
は
示
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
土
地
の
状
況
等
の

調
査
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
業
所
得
は
向
上
し
た
の
か

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り

　
　
　
　
　
向
上
し
て
い
る
と
思
う

戸 来　　 伝
（柊の会）

議　

員　

市
農
業
振
興
の
た

め
に
、
十
和
田
市
農
業
賞
を

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を

広
く
周
知
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

農
林
部
長

　
受
賞
者
の
業
績

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
マ

ス
コ
ミ
、
農
業
機
関
紙
等
に

広
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く

よ
う
Ｐ
Ｒ
し
、
農
業
者
の
元

気
と
励
み
に
な
る
よ
う
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

魅
力
的
な
場
所
で
あ
る
と
の

話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
、

焼
山
地
区
町
内
会
や
温
泉
事

業
者
等
で
構
成
す
る
、
奥
入

瀬
渓
流
活
性
化
協
議
会
と
も

協
議
し
、
焼
山
地
区
で
の
地

域
づ
く
り
展
開
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議　

員　

行
財
政
運
営
に
お

い
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

市
の
幹
部
、
商
工
会
議
所
の

役
員
、
Ｊ
Ａ
の
役
員
、
町
内

会
の
役
員
等
で
構
成
す
る
市

長
直
属
の
政
策
集
団
を
立
ち

上
げ
る
考
え
は
。

市　

長
　
こ
れ
か
ら
の
時
代

は
市
民
と
行
政
が
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
元
気
づ
く
り
会
議
を

設
置
し
、
多
く
の
方
々
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

提
言
の
あ
り
ま
し
た
政
策
集

団
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
よ
い
か
、
多
く
の

市
民
、
事
業
者
か
ら
意
見
を

聞
き
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市農業賞受賞者を周知し、
　市農業をＰＲする考えは

　　積極的に取り組む

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　

員　

農
業
賞
受
賞
者
の

協
力
を
得
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
考
え

は
。

農
林
部
長

　
受
賞
者
が
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る

姿
を
マ
ス
コ
ミ
等
で
発
信
す

る
こ
と
は
、
旅
行
者
の
増
加

や
、
農
業
振
興
の
底
上
げ
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
機
会
を
と

ら
え
て
協
力
を
依
頼
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

石 橋　義 雄
（高志会）

十和田市農業賞授与式から

奥入瀬川の風物詩 サケ釣り

議　

員　

焼
山
地
域
の
空
き

家
等
を
ア
ト
リ
エ
と
し
て
若

手
芸
術
家
に
提
供
し
、
創
作

活
動
を
し
て
も
ら
い
、
ア
ー

ト
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

を
行
う
考
え
は
。

観
光
商
工
部
長

　
焼
山
地
域

が
ア
ー
ト
作
家
に
と
っ
て
、
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議
員
が
市
政
を
問
う
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